
1. マーケット・レート
2月9日 2月10日 2月11日 2月12日 2月13日 Net Chg

USD/BRL Spot 2,7710 2,8320 2,8680 2,8240 2,8350 +0,0110
BRL/JPY Spot 42,69 42,17 41,94 42,09 41,92 -0,1700
EUR/USD Spot 1,1334 1,1315 1,1298 1,1416 1,1389 -0,0027
USD/JPY Spot 118,39 119,45 120,27 118,85 118,78 -0,0700

6MTH(p.a.) 12,74 12,83 12,95 12,95 12,51 -0,4444
1Year(p.a.) 12,90 13,04 13,24 13,22 12,81 -0,4081
6MTH(p.a.) 1,760 1,788 1,920 1,797 1,780 -0,017
1Year(p.a.) 2,318 2,395 2,525 2,440 2,446 +0,006

株式 49.382,58 48.510,28 48.239,67 49.532,72 50.635,92 +1.103,20

CDS 232,50 243,00 252,12 244,40 238,23 -6,17

商品 227,906 223,655 221,993 226,097 229,190 +3,093

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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• 今週の為替相場は2.7820で寄り付いた。
• 今週は週間エコノミストサーベイの内容やべトロブラスに対する懸念が再燃したことが嫌気され、レアルは寄

り付き後から売りが優勢となった。しかし下落していたペトロブラス株が反発したことを受けてか、レアルも反
発、週間高値となる2.7750を付けた。

• 翌10日にはブラジル国内の経済指標やインフレ指数の発表を要因にレアルは再び売りが優勢となったほか、
べトロブラスやヴァーレの株を中心にボベスパ指数も大きく下落したことを材料にレアル安は終日続いた。

• 週央にかけては伯小売売上高が予想を大きく下回ったことが嫌気され、レアルは一気に2.87台まで急反落し
た後、ブラジル経済に対する懸念は引き続き強くレアル週間安値となる2.8810を付けた。

• しかし翌12日には首脳会議でウクライナ停戦が本日の今朝に決定されたことを受け、リスク資産の買いが見
られたほか、米小売売上高が予想を下回ったことが嫌気され、米利上げ観測が弱まった。ドルは対主要通貨
で大きく売られる展開となり、レアルは2.8180まで急反発した。

• 週末にかけてはPTAX決定に向けてドル買いが見られたが午後には小緩み、レアルは結局2.8350でクロー
ズした。
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ドル/レアルチャート(2000年～)
レアル安値は再び更新

先週のレヴィ財務相の為替介入に関するコメントをきっか
けにレアル安トレンドに拍車がかかった。今週はブラジル
の主要経済指標の発表がネガティブサプライズとなり、今
後ブラジルレアルを支える要因は見つからず、レアルは
2.80台を下抜け下落、2004年9月以来の安値まで売られ
たが、少しは回復をしている。しかし2.80台を下抜けたこと
で2.9000を試すレアル売りの動きが見られる可能性が高
い。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：2.75－2.90

国 予想 実績 前回

ブラジル FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-10(前月比) 0.43% 0.43% 0.42%
米 輸入物価指数(前月比) -3.2% -2.8% -1.9%
米 U. of Mich. Sentiment 98.1 93.6 98.1
EC GDP(季調済/前期比) 0.2% 0.3% 0.2%
EC GDP(季調済/前年比) 0.8% 0.9% 0.8%

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 2/18 貿易収支(週次) Feb 15 -- -$25M
ブラジル 2/18 登録雇用創出合計 Jan -16.756 -555.508
ブラジル 2/18 税収 Jan -- 114748M
ブラジル 2/19 FIPE CPI-週次 Feb 14 1.65% 1.78%
ブラジル 2/19 IGP-M Inflation 2nd Previe Feb 0.31% 0.55%
ブラジル 2/19 FGV CPI IPC-S Feb 18 1.42% 1.63%

米 2/17 ﾆｭｰﾖｰｸ連銀製造業景気指数 Feb 8.50 9.95
米 2/18 MBA住宅ﾛｰﾝ申請指数 Feb 13 -- -9.0%
米 2/18 住宅着工件数 Jan 1070K 1089K
米 2/18 PPI 最終需要(前月比) Jan -0.4% -0.2%
米 2/18 鉱工業生産(前月比) Jan 0.3% -0.1%
米 2/19 新規失業保険申請件数 Feb 14 290K 304K
米 2/19 失業保険継続受給者数 Feb 7 2330K 2354K
米 2/20 ﾏｰｸｲｯﾄ米国製造業PMI Feb 53.6 53.9
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5.本日の主要経済指標 

今週のレアル相場は国内要因を中心に嫌気が指し、レアルは2004年以来の下値を達した。レヴィ伯財務相は財政

立て直しに対する姿勢は前向きで市場では好感されているが、今すぐ効果が見られることもないため直近のレアル

安に歯止めをかけるには弱い。レアルのボラティリティーは高くなっており、来週はカーニバルのため特段材料に乏

しく、流動性の低下も予想される。16日から18日の午前まで休場となる中、休場中の海外要因による影響が18日の

午後に一気に訂正が入ることもあり、カーニバル明けからレアル相場は荒い値動きとなる可能性がある。その中で

海外では米ニューヨーク連銀製造業景況指数、PPI、鉱工業生産等が注目される。


